
２１１

　
平
成
17
年
第
16
回
定
例
会
（
６
月
定
例
会
）
は
、
６
月
10

日
に
招
集
さ
れ
、
６
月
24
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
22
議
案
を
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
が
、
３

月
議
会
で
「
継
続
審
査
」
と
な
っ
て
い
た
議
員
定
数
を
削
減
す

る
議
員
提
案
に
つ
い
て
は
再
び
「
継
続
審
査
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
職
員
の
海
外
出
張
時
の
日
当
を
廃
止
す
る
条
例
が
議
員
提

案
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
の
条
例
の
適
用
範
囲
で
処
理
で
き

る
た
め
撤
回
さ
れ
ま
し
た
。

　
ほ
か
請
願
１
件
が
不
採
択
と
な
り
、
意
見
書
案
３
件
の
う

ち
１
件
は
修
正
さ
れ
た
他
の
意
見
書
と
内
容
が
重
複
す
る
と

の
理
由
で
撤
回
さ
れ
、
他
の
１
件
は
可
決
、
１
件
は
否
決
と

な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
案
件

（2005.9.1）（2005.9.1）

2005年2005年

10日～24日10日～24日
3月6月6月定例会定例会定例会　

　
筑
後
市
個
人
情
報
保
護
条
例

制
定
に
つ
い
て

﹇
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
﹈

　
個
人
情
報
保
護
法
の
施
行
に

伴
い
、こ
れ
ま
で
の
条
例
を
全
面

改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
筑
後
市
職
員
の
定
数
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

﹇
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
﹈

　
消
防
職
員
が
平
成
18
年
以
降

多
数
退
職
す
る
こ
と
に
伴
い
消

防
力
低
下
を
防
ぐ
た
め
18
年
度

に
限
り
消
防
職
員
の
定
数
を
増

や
す
も
の
で
す
。こ
の
改
正
案
に

つ
い
て
は
本
庁
と
の
人
事
交
流

で
解
決
で
き
な
い
か
と
い
う
意

見
も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、消
防

本
部
に
は
事
務
専
門
職
員
は
お

ら
ず
、災
害
時
に
は
全
員
現
場

で
の
活
動
を
行
う
能
力
が
求
め

ら
れ
る
た
め
、原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　
筑
後
市
災
害
時
に
お
け
る
応

急
措
置
の
業
務
に
従
事
し
た
者

に
対
す
る
損
害
補
償
に
関
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

﹇
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
﹈

　
災
害
時
に
応
急
措
置
の
業
務

に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
民
間
人
が

負
傷
・
疾
病
に
罹
患
又
は
死
亡

し
た
場
合
に
消
防
団
員
に
準
じ

て
損
害
補
償
す
る
も
の
で
す
。

　
筑
後
市
財
産
の
交
換
、譲
与
、

無
償
貸
付
け
等
に
関
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

﹇
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
﹈

　
国
の
財
産
で
あ
る
里
道
・
水

路
は
平
成
16
年
度
ま
で
に
全
て

市
の
財
産
と
な
り
ま
し
た
。こ
の

た
め
、隣
接
す
る
地
権
者
等
か

ら
の
交
換
・
払
い
下
げ
の
申
請
件

数
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、議

会
の
議
決
が
無
い
と
応
じ
ら
れ

ず
、事
務
処
理
に
長
い
時
間
が

か
か
っ
て
い
ま
し
た
。こ
の
条
例

が
で
き
る
こ
と
で
議
会
に
諮
る

こ
と
な
く
、迅
速
に
申
請
に
応
じ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
筑
後
市
火
災
予
防
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て﹇

全
員
賛
成
　
原
案
可
決
﹈

　
消
防
法
・
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
等
災
害
防
止
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、市
の
条
例
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

　
筑
後
市
社
会
教
育
委
員
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

　
筑
後
市
公
民
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て　
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

﹇
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
﹈

　
こ
の
３
案
は
社
会
教
育
法
の

改
正
に
伴
い
、社
会
教
育
委
員

会
議
と
公
民
館
運
営
審
議
会
を

一
本
化
す
る
も
の
で
す
。

　
筑
後
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

﹇
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
﹈

　
市
職
員
に
支
給
さ
れ
る
通
勤

手
当
の
う
ち
、自
宅
か
ら
の
距

離
２
㎞
未
満
の
職
員
に
つ
い
て

は
原
則
手
当
を
廃
止
し
、そ
れ

以
上
に
つ
い
て
も
削
減
を
行
う

も
の
で
す
。

条
　
例

予
　
算

１０３

（2005.9.1）（2005.9.1）

6
月
定
例
会

6
月
定
例
会

　
平
成
17
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

﹇
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
﹈

　
一
般
会
計
を
３,
８
０
９
万

１
千
円
増
額
す
る
も
の
で
、

介
護
保
険
の
制
度
改
正
に
伴

う
事
務
費
繰
出
金
の
増
額
な

ど
で
す
。

　
平
成
17
年
度
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

﹇
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
﹈

　
16
年
度
分
の
補
助
金
・
交

付
金
が
確
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、

超
過
交
付
分
を
返
還
す
る
も

の
で
す
。

　
平
成
17
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

﹇
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
﹈

　
17
年
10
月
か
ら
の
制
度
改

正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
費

等
で
す
。

　
平
成
17
年
度
病
院
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

﹇
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
﹈

　
３
月
議
会
で
予
算
導
入
が

決
定
し
た
電
子
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム
導
入
に
伴
う
増
額
補
正

で
す
。

　
市
道
路
線
の
認
定
変
更
に

つ
い
て

﹇
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
﹈

　
県
営
住
宅
跡
地
の
道
路
が

市
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
に
伴

う
も
の
で
す
。

　
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

﹇
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
﹈

　
土
地
改
良
事
業
に
伴
う
も

の
で
す
。

　
物
品
売
買
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

﹇
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
﹈

　
消
防
本
部
に
高
規
格
救
急
車

を
導
入
す
る
も
の
で
す
。

　
財
産
の
交
換
に
つ
い
て

﹇
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
﹈

　
市
の
所
有
す
る
道
路
及
び
水

路
敷
き
と
私
有
地
の
交
換
で
す
。

　
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

﹇
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
﹈

　
市
営
住
宅
の
長
期
滞
納
者
の

一
部
に
対
し
、
明
渡
し
及
び
使

用
料
滞
納
額
請
求
の
訴
え
を
起

こ
す
も
の
で
す
。

　
福
岡
県
自
治
振
興
組
合
を
組

織
す
る
市
町
村
数
の
増
減
に
つ

い
て

　
福
岡
県
市
町
村
災
害
共
済
基

金
組
合
を
組
織
す
る
市
町
村
数

の
増
減
に
つ
い
て

﹇
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
﹈

　
２
案
と
も
市
町
村
合
併
に
伴

う
も
の
で
す
。

　
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

（
筑
後
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
）

　
﹇
全
員
賛
成
　
承
認
﹈

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
市

の
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

平
成
17
年
度
筑
後
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
﹇
全
員
賛
成
　
承
認
﹈

　
職
員
が
死
亡
退
職
し
た
た
め

の
退
職
金
で
す
。

　
筑
後
市
議
会
の
定
数
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て﹇

継
続
審
査
﹈

　
３
月
議
会
で
「
継
続
審
査
」

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
「
長
期

間
継
続
審
査
と
す
る
の
は
ど
う

か
」
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
採
決
の
結
果
再
度
「
継

続
審
査
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
筑
後
市
職
員
旅
費
支
給
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

﹇
撤
回
﹈

　
「
障
害
者
自
立
支
援
法
（
案
）」

に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

﹇
賛
成
少
数
　
否
決
﹈

　
議
会
開
会
時
に
国
会
で
審
議

さ
れ
て
い
た
法
案
に
つ
い
て
障

害
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
後

退
や
経
済
的
負
担
の
増
加
を
招

く
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
を
促

す
意
見
書
で
し
た
が
、
否
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
地
方
六
団
体
改
革
案
の
早
期

実
現
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い

て﹇
全
員
賛
成
　
修
正
案
可
決
﹈

　
地
方
六
団
体
が
示
し
た
改
革

案
に
よ
り
真
の
「
三
位
一
体
改

革
」
を
実
現
す
る
こ
と
を
国
に

求
め
る
も
の
で
す
。

（
注
：
地
方
六
団
体
　
全
国
知

事
会
・
全
国
都
道
府
県
議
会
議

長
会
・
全
国
市
長
会
・
全
国
市

議
会
議
長
会
・
全
国
町
村
長
会
・

全
国
町
村
議
会
議
長
会
）

　
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
堅
持
、
30
人
学
級
の
実
現
を

求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

﹇
撤
回
﹈

　
建
設
に
働
く
仲
間
と
地
域
経

済
を
救
う
ル
ー
ル
づ
く
り
の
請

願
に
つ
い
て

﹇
賛
成
少
数
　
不
採
択
﹈

　
市
が
発
注
す
る
公
共
工
事
を

地
元
業
者
に
優
先
的
に
発
注
す

る
と
と
も
に
、
建
設
業
の
活
性

化
を
促
進
す
る
施
策
を
実
施
す

る
こ
と
、
又
公
共
工
事
に
お
い

て
適
正
な
賃
金
が
支
払
わ
れ
る

よ
う
に
努
め
る
こ
と
を
求
め
る

請
願
で
し
た
が
、
「
請
願
書
の

趣
旨
は
理
解
で
き
る
も
の
の
、

請
願
書
と
し
て
は
文
言
に
不
適

切
な
表
現
が
見
ら
れ
る
」
と
し

て
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
筑
後
市
農
業
委
員
会
委
員
の

推
薦
に
つ
い
て

﹇
全
員
賛
成
　
決
定
﹈

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
第
12
条
に
基
づ
き
任
期
満
了

し
た
農
業
委
員
の
う
ち
議
会
推

薦
の
４
名
を
決
定
す
る
も
の
で

す
。
議
長
発
議
の
と
お
り
、

（
田
中
瑞
広
議
員
・
貝
田
義
博

議
員
・
角
千
月
子
氏
・
近
藤
フ

タ
ヱ
氏
）
を
推
薦
す
る
こ
と
に

決
し
ま
し
た
。

会
期
日
程

開
会

会
期
の
決
定

永
年
勤
続
議
員

表
彰
伝
達

諸
般
の
報
告

議
案
上
程

提
案
理
由
説
明

（
全
員
協
議
会
）

（
議
員
互
助
会
）�

休
会

休
会

考
案
日

考
案
日

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

休
会

休
会

議
案
質
疑
応
答

諸
般
の
報
告
質
疑
応
答

議
案
委
員
会
付
託

請
願
書
委
員
会
付
託

 

陳
情
書
委
員
会
送
付

休
会

付
議
案
件
審
査

休
会

委
員
会
審
査
報
告

議
案
討
論
採
決

閉
会
中
の
継
続
審
査

に
つ
い
て

会
議
録
署
名
議
員
指
名

閉
会

　条例などの内容を変える時には２つの方法があります。「全部改正」と「一部改正」です。「一部改

正」は「溶け込み方式」で行われます。条例の中の金額だけを変えるケースで説明すると、まず、改正

する部分だけを記載したものを議会に上程します。これ自体独立した条例として扱われるため「△△条

例の一部を改正する条例」となり、「第●●条中、「○○円」を「××円」に改める」といった表現に

なります。可決されれば元の条例に改正部分だけが溶け込んで条例が改正されます。

若
菜
　
道
明

　
　
　
　
議
員

事
業
系
ゴ
ミ
処
理
手
数
料
の

一
方
的
な
増
額
案
は
撤
回
せ
よ

ゴミ収集車

田
中
　
親
彦

　
　
　
　
議
員

地
方
分
権
型
社
会
で
の
団
体
自
治
と

住
民
自
治
の
役
割
を
問
う

地
域
の
人
が
ふ
れ
あ
う
サ
ギ
ッ
チ
ョ
ウ

島
　
啓
三

　
　
　
　
議
員

Ｊ
Ｒ
羽
犬
塚
駅
周
辺

　
　
活
性
化
の
施
策
を
問
う

羽犬塚周辺模型

北
島
ス
エ
子

　
　
　
　
議
員

若
菜
　
道
明

　
　
　
　
議
員

田
中
　
親
彦

　
　
　
　
議
員

島
　
啓
三

　
　
　
　
議
員

北
島
ス
エ
子

　
　
　
　
議
員

若
菜
　
道
明

　
　
　
　
議
員

田
中
　
親
彦

　
　
　
　
議
員

島
　
啓
三

　
　
　
　
議
員

北
島
ス
エ
子

　
　
　
　
議
員

公
共
施
設
の
避
難
所
の
構
造
は

地
震
、台
風
で
も
大
丈
夫
か

昭和31年に建てられた市役所庁舎

財政健全化の一環として通勤手当の
一部廃止を可決！

削減効果は2,500万円
自宅から2㎞未満の職員は原則不支給に

財政健全化の一環として通勤手当の
一部廃止を可決！

削減効果は2,500万円
自宅から2㎞未満の職員は原則不支給に

「条例の一部を改正する条例」って何？

議
長
発
議

請
　
願
　
書

議
員
提
出
議
案

意
　
見
　
書

問
　
事
業
系
ゴ
ミ
の
処
理
に
つ

い
て
は
、
平
成
17
年
７
月
１

日
よ
り
ゴ
ミ
１
０
０
㎏
毎
に

１,
０
０
０
円
の
処
理
手
数
料

を
徴
収
す
る
。
と
の
文
書
が
一

方
的
に
送
付
さ
れ
て
い
る
。

　
平
成
12
年
に
前
市
長
と
商

工
会
議
所
会
頭
と
の
協
議
に
お

い
て
「
特
に
小
規
模
零
細
業
者

救
済
の
た
め
に
も
、
焼
却
場
へ

持
ち
込
む
分
に
つ
い
て
は
無
料
」

と
の
約
束
が
あ
る
。

　
又
こ
の
こ
と
は
議
会
（
厚
生

委
）
と
も
協
議
さ
れ
決
定
し
た

こ
と
で
あ
り
、
今
回
の
一
方
的

な
増
額
は
認
め
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
。

市
長
　
私
（
八
女
西
部
広
域
事

務
組
合
長  

桑
野
照
史
）
の
名

前
で
通
知
を
出
し
た
。
過
去
に

事
業
系
ゴ
ミ
に
つ
い
て
様
々
な

折
衝
が
な
さ
れ
収
拾
し
て
い
る

と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

問
　
事
業
系
ゴ
ミ
が
多
く
排
出

さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
町
に
活

気
が
あ
る
と
い
う
証
拠
で
も
あ

る
。
市
内
の
小
規
模
零
細
業
者

を
目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
援

助
す
る
こ
と
も
考
え
る
べ
き
だ
。

　
平
成
12
年
当
時
の
市
長
が

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
ち
解

決
し
て
い
る
。
現
市
長
の
口
癖

は
「
市
民
が
主
役
」
だ
が
、
市

議
会
や
商
工
業
者
の
意
見
も
聞

か
ず
、
今
回
の
よ
う
な
一
方
的

な
通
達
は
、
市
民
が
主
役
の
市

政
に
相
反
す
る
こ
と
で
あ
る
。

平
成
12
年
の
経
過
を
踏
ま
え
、

再
考
さ
れ
る
よ
う
求
め
る
も
の

だ
が
ど
う
か
。

市
長
　
先
程
反
省
の
弁
を
述
べ

ま
し
た
が
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て

少
し
考
え
さ
せ
て
欲
し
い
。

自
治
体
経
費
軽
減
化
の

取
り
組
み
は
十
分
か

問
　
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

の
自
治
体
経
費
負
担
分
を
特
定

事
業
者
の
費
用
負
担
と
し
て
責

任
を
持
た
せ
る
よ
う
、
現
法

10
年
経
過
の
制
度
見
直
し
期

に
あ
た
り
、
こ
の
最
大
の
チ
ャ

ン
ス
に
地
方
か
ら
国
へ
の
法
改

正
へ
の
行
動
は
し
て
い
る
か
。

市
長
　
平
成
17
年
４
月
全
国

市
長
会
、
町
村
会
で
、
ま
た
全

国
都
市
清
掃
会
議
で
も
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
に
対
し
て

の
意
見
を
決
議
し
て
国
へ
要
望

書
を
提
出
し
た
。

問
　
毎
年
約
７,
０
０
０
万
円

も
の
経
費
を
要
し
て
い
る
。
今

見
直
し
を
機
に
、
目
標
の
法
改

正
が
実
現
で
き
る
よ
う
地
方
の

役
割
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
。

分
権
型
社
会
へ
向
う

時
代
の
教
育
行
政
の

思
い
は
ど
こ
か

問
　
昨
今
子
供
た
ち
の
命
を
も

奪
う
事
件
は
、
社
会
の
規
律
に

対
応
す
る
人
間
形
成
の
環
境
が

壊
れ
て
い
る
せ
い
で
は
な
い
か
。

大
人
が
改
ま
り
、
こ
れ
か
ら
の

子
供
の
育
て
方
に
住
民
自
治
の

役
割
と
し
て
、
地
域
も
よ
り
参

加
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。
そ
こ
で
市
の
言
う
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
構
想
と

結
び
つ
く
も
の
は
あ
る
か
。

教
育
長
　
い
か
な
る
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
を
し
て
い
く
中
で

も
、
社
会
人
と
な
っ
て
あ
ら
ゆ

る
競
争
の
中
で
生
き
て
い
く
た

め
の
基
礎
基
本
は
徹
底
し
て
教

え
込
み
、
学
力
を
持
っ
て
お
か

せ
た
い
。
そ
の
後
に
地
域
文
化
、

伝
統
、
歴
史
を
生
か
し
た
学
校

教
育
を
受
け
て
、
こ
の
学
校
を

出
て
よ
か
っ
た
と
い
う
子
供
た

ち
に
し
た
い
。
ま
た
学
校
教
育

の
場
で
は
補
え
な
い
地
域
と
の

協
働
部
分
は
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ

ャ
ー
で
の
支
援
と
か
、
法
的
に

可
能
で
あ
れ
ば
聴
講
生
制
度
で

子
供
と
一
緒
に
大
人
も
自
費
で

参
加
を
し
て
い
た
だ
き
、
地
域

と
の
交
流
を
さ
ら
に
図
る
た
め

ぜ
ひ
取
り
組
め
る
よ
う
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
　
市
長
は
、
羽
犬
塚
駅
は
南

西
部
地
域
の
浮
揚
と
と
も
に
重

た
い
も
の
で
あ
る
と
何
度
と
な

く
言
わ
れ
て
い
る
が
そ
の
施
策

に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
。

市
長
　
将
来
の
こ
と
を
見
据
え

て
西
側
開
発
は
大
き
な
テ
ー
マ

で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

ぜ
ひ
JR
か
ら
「
西
側
の
方
に

も
改
札
口
を
つ
く
ら
せ
て
く
だ

さ
い
」
と
言
わ
せ
る
よ
う
な
、

方
策
も
当
然
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
羽
犬
塚
駅
周
辺
地
区
ま
ち

づ
く
り
提
言
書
の
実
現
性
は
。

市
長
　
既
に
北
側
に
向
か
っ
て

の
道
づ
く
り
も
開
始
し
た
。
提

言
に
沿
っ
た
形
で
努
力
し
て
い

き
た
い
。
こ
の
中
で
行
政
窓
口

と
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
つ
い
て
は
職
員
を
配
置
す
る

の
か
、
住
民
と
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
典
型
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ

を
民
間
の
方
々
に
立
ち
上
げ
て

い
た
だ
き
運
営
が
で
き
る
か
で

き
な
い
か
を
考
え
て
い
る
。

水
路
課
設
置
後
の

施
策
を
問
う

問
　
市
民
が
快
適
で
文
化
的
な

生
活
を
営
む
上
で
は
、
下
排
水

路
の
整
備
は
必
要
不
可
欠
の
も

の
と
思
う
が
水
路
課
が
新
設
さ

れ
２
年
が
経
過
し
た
が
、
そ
の

成
果
と
今
後
の
施
策
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

市
長
　
ま
だ
２
年
で
は
あ
る
が
、

残
念
な
が
ら
定
員
削
減
の
中
、

専
門
の
水
路
課
長
は
い
な
い
。

誠
に
残
念
と
い
う
か
申
し
わ
け

な
い
。
公
共
事
業
費
の
大
幅
な

削
減
の
中
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
て
い
る
と
は
思
っ
て

い
な
い
。
し
か
し
道
路
以
上
に

水
路
の
問
題
は
市
民
の
皆
さ
ん

の
大
変
な
嘆
き
悩
み
、
苦
情
が

多
い
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
お

り
水
路
課
を
設
置
し
た
以
上
は

積
極
的
に
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
３
月
20
日
福
岡
西
方
沖

地
震
が
あ
っ
た
。
広
報
６
月
号

で
、
学
校
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
等

が
避
難
所
と
し
て
市
民
へ
周
知

さ
れ
て
い
る
が
、
地
震
に
耐
え

ら
れ
る
の
か
。

市
長
　
建
築
基
準
法
が
昭
和

56
年
に
改
正
さ
れ
震
度
７
に

耐
え
る
基
準
に
変
わ
っ
て
い
る

が
、
ま
だ
筑
後
市
に
は
そ
れ
以

前
の
建
物
が
あ
る
。
小
学
校
が

２
つ
、
中
学
校
が
１
つ
、
サ
ン

コ
ア
、
庁
舎
の
古
い
部
分
、
全

部
で
約
27
億
円
ほ
ど
に
な
る
。

気
が
重
い
。

問
　
補
強
工
事
に
は
お
金
が
掛

か
る
だ
ろ
う
が
、
避
難
し
た
所

が
潰
れ
た
で
は
避
難
者
に
申
し

訳
無
い
。
年
次
計
画
で
耐
震
診

断
を
。
命
が
大
切
で
は
。

市
長
　
地
震
は
よ
そ
ご
と
で
は

無
い
。
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

ご
指
摘
の
と
お
り
。

高
齢
者
、障
害
者
へ
の

避
難
情
報
は

　
　

問
　
住
民
ど
う
し
の
連
絡
、
見

守
り
等
の
取
り
組
み
は
。

総
務
課
長
　
地
域
で
自
主
防
災

組
織
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

消
防
本
部
警
防
課
長
　
緊
急
指

令
台
に
ろ
う
あ
者
と
一
人
暮
し

の
高
齢
者
の
名
前
は
入
力
し
て

い
る
。
消
防
署
に
連
絡
が
来
た

ら
場
所
が
分
か
り
直
ぐ
に
駆
け

つ
け
る
。

問
　
希
望
者
は
緊
急
指
令
台
に

入
力
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

消
防
本
部
警
防
課
長
　
で
き
ま

す
。

問
　
障
害
者
の
避
難
場
所
で
は
、

足
、
腰
が
不
自
由
な
人
に
体
育

館
の
平
場
で
寝
て
も
ら
う
。
寝

る
こ
と
は
で
き
て
も
起
き
上
が

る
こ
と
は
困
難
。
地
域
に
あ
る
、

福
祉
施
設
、
養
護
学
校
、
病
院

等
と
地
域
が
連
携
し
て
の
避
難

場
所
の
確
保
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

総
務
課
長
　
避
難
場
所
と
し
て

は
将
来
的
な
検
討
課
題
で
あ
る
。

現
段
階
で
は
障
害
者
も
避
難
で

き
る
人
的
体
制
で
対
応
す
る
。




